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	2026年6月 芝浦工業大学柏中学高等学校
	を守ることは
	全身
	を守ること！？
	歯周病
	みがき残した歯垢（プラーク）が引き起こす　　　　　。 実は、歯や歯ぐきに留まらず、全身の健康を脅かすリスクがあることが分かっています。
	　歯周病によって歯ぐきが炎症を起こすと、歯や炎症によって生じた物質（炎症性物質）が歯ぐきの血管やリンパ管に入ります。そして全身へ運ばれ、様々な悪影響を及ぼすのです。

	歯周病は予防できる病気です
	　予防の基本は歯垢をためないこと。毎日のセルフケアと歯科医院での定期的なプロケアを組み合わせることが重要です。
	セルフケア
	プロケア
	　　毎日みがいていても、正しく磨けて 　いなければ汚れが残ってしまいます。 　　次の3つを意識してみましょう。 　　①鉛筆を持つように軽くにぎる 　　②小刻みに動かして1本1本みがく 　　③鏡で汚れを確認しながらみがく
	①歯のクリーニング：歯みがきは予防の基本で 　すが、自分では届きにくい箇所もあります。　 　歯垢が歯石になると自分では落とせません。 　歯科医院で取り除いてもらいましょう。 ②歯磨き指導：口の中の状態は一人ひとり 　異なります。 受診の目安は3か月から1年です。
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